
国家公務員共済組合連合会　旧令長期経理

民間企業仮定貸借対照表

平成31年3月31日現在 （単位：円）

（資産の部）

Ⅰ　流動資産

現金・預金 199,973,819

未収金 5,334,482

貸倒引当金 △ 4,798,870 535,612

　流動資産合計 200,509,431

Ⅱ　固定資産

　１　有形固定資産

器具備品 12,022,174

減価償却累計額 △ 11,654,462 367,712

有形固定資産合計 367,712

　固定資産合計 367,712

Ⅲ　投資その他の資産

長期未収金 2,584,618

貸倒引当金 △ 2,584,618 0

　投資その他の資産合計 0

　　　　　　資産合計 200,877,143

（負債の部）

Ⅰ　流動負債

未払金 206,955,510

未払費用 1,582,187

預り金 593,868

引当金

賞与引当金 8,003,141 8,003,141

　流動負債合計 217,134,706

Ⅱ　固定負債

引当金

退職給付引当金 239,493,152 239,493,152

資産見返補助金 367,712

　固定負債合計 239,860,864

　　　　　　負債合計 456,995,570

（純資産の部）

Ⅰ　欠損金

繰越欠損金 △ 259,802,352

当期利益金 3,683,925 △ 256,118,427

　欠損金合計 △ 256,118,427

　　　　　　純資産合計 △ 256,118,427

　　　　　　負債純資産合計 200,877,143

科　目 金　額



国家公務員共済組合連合会　旧令長期経理

民間企業仮定損益計算書

自　平成30年4月1日　至　平成31年3月31日 （単位：円）

経常収益

交付金収入 1,282,765,344

資産見返補助金戻入 123,844

貸倒引当金戻入 523,648

　経常収益合計 1,283,412,836

経常費用

遺族給付 153,314,371

公務災害給付 374,307,118

ガス障害給付 471,016,352

ガス対策費 141,840,805

雑損 96,702

一般管理費

一般管理費 134,806,337

賞与引当金繰入 8,003,141

減価償却費 123,844

一般管理費合計 142,933,322

　経常費用合計 1,283,508,670

経常利益 △ 95,834

特別利益

退職給付引当金戻入益 3,779,759

　特別利益合計 3,779,759

当期利益金 3,683,925

科　目 金　額



国家公務員共済組合連合会　旧令長期経理

キャッシュ・フロー計算書

自　平成30年4月1日　至　平成31年3月31日 (単位：円)

金額

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

当期利益金 3,683,925

減価償却費 123,844

貸倒引当金の増減額 △ 523,648

賞与引当金の増減額 522,203

退職給付引当金の増減額 △ 3,779,759

資産見返補助金の増減額 △ 91,370

未収金の増減額 530,717

未払金の増減額 △ 41,466,759

未払費用の増減額 25,344

その他 50,600

小計 △ 40,924,903

　業務活動によるキャッシュ・フロー △ 40,924,903

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 32,474

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 32,474

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フロー 0

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 0

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額 △ 40,957,377

Ⅵ　現金及び現金同等物期首残高 240,931,196

Ⅶ　現金及び現金同等物期末残高 199,973,819

科目



 重要な会計方針等 旧令長期経理 
 

１．固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 

 定額法によっております。なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法の

規定する方法と同一の基準によっております。 

 

２．引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率による

見積額を、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を検討し、回収

不能見込額を計上しております。 

 

（２）賞与引当金 

職員に対して支給する賞与（期末手当及び勤勉手当）の支出に充てるため、支給

見込額を計上しております。 

 

（３）退職給付引当金 

役職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額

に基づき、当事業年度末において発生していると認められる金額を計上してお

ります。 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰

属させる方法については、期間定額基準によっております。 

数理計算上の差異及び過去勤務債務については、各事業年度の発生時の職員の

平均残存勤務期間内の一定の年数（9年）による定額法により按分した額をそれ

ぞれ発生した事業年度より費用処理しております。 

 

退職給付引当金に関する事項は以下の通りであります。 

a） 採用している退職給付制度の概要 

当連合会は確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けております。 



b） 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表 
 退職給付債務の期首残高                      195,629,192円  

 勤務費用                                    5,971,175 円 

  利息費用                     756,299円 

    数理計算上の差異の発生額          △3,628,847円 

    過去勤務債務の発生額           △6,554,515円 

 退職給付債務の期末残高                      192,173,304円 

 

c） 退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整額 

 非積立型制度の退職給付債務                192,173,304円 

  未積立退職給付債務                        192,173,304円 

  未認識数理計算上の差異                     31,131,826円 

 未認識過去勤務費用                         16,188,022 円 

 貸借対照表に計上された負債                239,493,152円 

 

  退職給付引当金                 239,493,152円 

    貸借対照表に計上された負債         239,493,152円 

 

d） 退職給付費用及びその内訳項目の金額 

 勤務費用 5,971,175円 

 利息費用 756,299 円 

 数理計算上の差異の費用処理額    △6,298,931円 

  過去勤務費用の費用処理額           △4,208,302円 

  確定給付制度に係る退職給付費用       △3,779,759円 

 

e） 数理計算上の計算基礎に関する事項 

   当事業年度末における主要な数理計算上の計算基礎 

      割引率 0.4％ 

 

３．その他の重要な事項 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込み方式によっております。 

 

 

 

 

 

 



 

４．金融商品に関する注記 

（１）金融商品の状況に関する事項 

資金運用については短期的な預金等に限定しております。 

 

（２）金融商品の時価等に関する事項 

平成 31 年 3 月 31 日における民間企業仮定貸借対照表計上額、時価及びこれら

の差額については、次の通りであります。 

（単位：円） 

 民間企業仮定 

貸借対照表計上額 
時価 差額 

現金・預金 

未払金 

199,973,819 

(206,955,510) 

199,973,819 

(206,955,510) 

－ 

－ 

（＊）負債に計上されているものについては、（  ）で示しております。 

 

（注）金融商品の時価の算定方法 

現金・預金及び未払金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

該帳簿価額によっております。 

 

５．資産除去債務関係 

民間企業仮定貸借対照表に計上しているもの以外の資産除去債務 
当連合会は、国有財産につき、退去時における原状回復義務を有しておりますが、

当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、退去・移転等の予定もさ

れていないことから、資産除去債務を合理的に見積ることができません。そのた

め、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。 

 

６．キャッシュ・フロー計算書に関する事項 

（１）キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲 

 手許現金、要求払預金及び取得日から満期日又は償還日まで期間が３ヶ月以内

の流動性の高い、容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない短期的な投資からなっております。 

 

（２）現金及び現金同等物の期末残高と民間企業仮定貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係 

 現金・預金 ････････････････････････････ 199,973,819 円 

      現金及び現金同等物 199,973,819 円 



 

７．機会費用の計上基準 

（１）国有財産等の無償使用に係る機会費用の算出方法 

国有財産の貸付料算定基準に基づき算定しております。 

 

（２）その他  

 該当事項はありません。 

 

８．行政コスト計算財務書類を作成する日までに発生した重要な後発事象 

 該当事項はありません。 

 

９．重要な会計方針の変更 

該当事項はありません。 

 


